
山口市新型コロナウイルス感染症経済対策 第６弾

現在、本市は、緊急事態宣言の対象区域が全国に拡大された中の「緊急支援期」の緊急経済対策（第１
弾～第３弾）と、緊急事態宣言の解除後における経済活動の段階的再開期における対応としての緊急経済
対策（第４弾、第５弾）を実施しています。
こうした中、本市においては、７月中旬以降、散発的に新たな感染者が確認されており、とりわけ、湯

田温泉の飲食店での感染者の確認により、市内飲食店においては、会食等の予約のキャンセルによる売上
げの減少などの大きな影響が生じています。こうした状況への対応として、感染拡大防止対策を徹底的に
進めていく必要があります。あわせて、社会経済活動を維持するための取組も必要です。
こうしたことから、感染拡大防止対策としての「新しい生活様式」の定着や、市内消費の喚起を図るた

め、経済対策第６弾をとりまとめました。
なお、緊急的な対応として、地域外来・検査センターの早期設置と市内飲食店応援チケット発行支援を

先行的に進めているところです。
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山口市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
（第１弾～第３弾：緊急支援期の概要）
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・「中小企業経営環境改善対策資金」

の適用

・「山口市中小企業季節資金」の適用

期間の拡大

国の予算成立を待つことなく

本市独自に緊急対応

【予算総額 約６億円】

・事業継続緊急支援
(小売業・飲食サービス業等)

・安全対策強化への支援
(宿泊事業者・福祉施設)

・エール！やまぐち
(市内小売店・飲食店等応援事業）
①情報発信・環境整備等支援
②飲食店等応援チケット発行支援

・雇用調整助成金の申請支援
・中小企業や個人事業主に対する
総合相談窓口の設置

国の補正予算や
県の経済対策に対応しつつ、

本市独自にスピード感を
持って緊急対応

【予算総額 約９億６千万円】

【感染症対応に係る予算総額】

約２０５億５千万円

山口市

・飲食店等緊急応援事業

「イートアップ！やまぐち」

・テレワーク導入促進整備助成金

・上下水道料金の支払猶予

国の予算成立を待つことなく

本市独自に緊急対応

【予算総額 １，５００万円】

【感染症対応に係る予算総額】

約５千万円

第１弾
（R2.3.5発表）

第２弾
（R2.3.25発表）

第３弾
（R2.4.22及びR2.4.30発表）



山口市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
（第４弾～：段階的再開期の概要）

3山口市

（うち補正予算額 １億２千万円）

第４弾
（R2.5.15発表）

Ｖ字回復期を見据えた
経済活動の段階的な再開

ふんわりアクセル
本市独自の緊急対応

社会経済活動の継続と
感染第２波への備えとしての

国の２次補正に対応しつつ
本市の経済対策

【予算総額 １億３千万円】 【予算総額 約１２億９千万円】

第５弾
（R2.6.25発表）

・山口市プレミアム宿泊券発行事業

・「エール！やまぐち」応援チケット

発行支援事業

・子どものオンライン学習等の環境整備等

・農林水産物の需要喚起・販売促進支援

・避難所における感染症対策の強化

・事業所の新しい生活様式への対応支援

【感染症対応に係る予算総額】

約２億６千万円
【感染症対応に係る予算総額】

約１３億７千万円

第６弾
（R2.8.25及びR2.8.31公表）

【予算総額 約１６億３千万円】

・感染拡大の防止に向けた取組

・新しい生活様式の定着に向けた取組

・市内消費喚起策の実施

国・県の取組に対応しつつ
アフターコロナを見据えた

取組の検討

感染拡大の防止と
社会経済活動を維持するための

新しい生活様式の定着と
市内消費喚起策の実施

（うち8.25専決補正予算額 ６８，９２１千円）



感染拡大の防止に向けた取組
検査体制の強化、二次感染の防止

検査の必要な方が迅速かつスムーズに検査を受けられるよう、県からの委託を受け、「地域外来・検査センター」を
山口市休日・夜間急病診療所敷地内に設置します。
また、新型コロナウイルス感染症の陽性患者を救急車で移送する際の二次感染リスクを低減させるため、患者をスト

レッチャー（担架）ごと覆う「アイソレーター」を導入します。

概 要

山口市 4

補正７号【予算額：３８，９２１千円】
補正８号【予算額： ４，０００千円】

【開 始 日】令和２年９月２９日（火）
【運営日時】週２回（火曜日、木曜日。ただし、祝日は除く。）

午後１時３０分～午後３時
【場 所】山口市休日・夜間急病診療所敷地内
【実施方法】ＰＣＲ検査のための検体をドライブスルー方式により採取（予約制）
【対 象 者】症状があり、かかりつけ医を受診後、

新型コロナウイルス感染症が疑われ、検査が必要と判断された方

①地域外来・検査センターの設置（休日・夜間急病診療所運営費）補正７号【予算額：３８，９２１千円】※県からの委託費及び補助金等で全額対応

担当課：健康福祉部 健康増進課（電話：083-921-2666）

8月25日専決分

国道９号

市休日・夜間
急病診療所

市保健センター

設置場所

【事業内容】県からの要請を受け、新型コロナウイルス感染症の陽性患者を医療機関へ
移送する際に使用する救急車における二次感染の防止対策として、移送患者を
ストレッチャー（担架）ごと覆うことが可能となる「アイソレーター」を
導入します。

【導入機器】ストレッチャー取付式簡易アイソレーター（２台）

②救急車両における二次感染の防止（救急業務推進事業費） 補正８号 【予算額：４，０００千円】

担当課：消防本部 救急救助課（電話：083-932-2604）
ストレッチャー取付式
簡易アイソレーター



感染拡大の防止に向けた取組
公共施設における感染症対策

庁舎を始めとした公共施設における新型コロナウイルス感染症対策の強化を図るため、消毒液等の保健衛生用品の購入
等を行います。
また、感染拡大防止のため、市から休館等の対応を要請した施設の指定管理者に対して、休業補償を行います。

概 要

【内 容】感染拡大防止のため、施設の休館や自主事業の中止等を市から要請した指定管理施設について、収入が
見込まれた施設の利用料金等を元に算定した影響額を補償金として支払います。

【対象施設】指定管理者制度により運営している公共施設（２１施設）
（観光交流課）重源の郷体験交流公園、大原湖キャンプ場、願成就温泉センター、十種ヶ峰ウッドパーク、

湯田温泉観光回遊拠点施設、国民宿舎秋穂荘
（スポーツ交流課）やまぐちリフレッシュパーク、スポーツの森、南部運動広場、小郡屋内プール、

やまぐちサッカー交流広場
（文化交流課）Ｃ・Ｓ赤れんが、菜香亭、嘉村磯多生家
（ふるさと産業振興課）働く婦人の家、山口勤労者総合福祉センター、山口ふるさと伝承総合センター
（徳地総合支所地域振興課）島地温泉ふれあいセンター
（徳地総合支所農林課）徳地高齢者・若者活性化センター
（社会教育課）山口ふれあい館、山口南総合センター

②指定管理者への休業補償（重源の郷管理運営費ほか２０事業） 補正８号 【予算額：３３，４８７千円】

担当課：交流創造部 観光交流課(電話：083-934-2810)、スポーツ交流課(電話：083-934-2912)
文化交流課(電話:083-934-2717)、経済産業部 ふるさと産業振興課(電話：083-934-2809)
徳地総合支所 地域振興課(電話：0835-52-1111)、農林課(電話：0835-52-1115)
教育委員会 社会教育課(電話：083-934-2865) 5

補正８号【予算額：４３，４８７千円】

【事業内容】公共施設の感染症対策の強化に必要な消毒液等の保健衛生用品の購入等を行います。

①公共施設の感染症対策（保健活動費） 補正８号 【予算額：１０，０００千円】

担当課：健康福祉部 健康増進課（電話：083-921-2666）

山口市



感染拡大の防止に向けた取組
小中学校における感染症対策の強化

市内小中学校における新型コロナウイルス感染症対策の強化を図るため、小中学校の修学旅行に計画変更等が生じた
場合の支援や、小中学校における保健衛生用品や校舎内の３密対策のための備品購入等を行います。

概 要

【内 容】感染防止対策として、消毒液等の保健衛生用品や校舎内の３密対策のための備品の購入等を行います。
【対 象】市内全小中学校（小学校：３３校、中学校：１７校）

②小中学校の感染防止対策（学校管理運営費） 補正８号 【予算額：５７，４００千円】

担当課：教育委員会 教育総務課（電話：083-934-2859）

山口市 6

補正８号【予算額：８８，１１４千円】

【支援内容】修学旅行の実施時期や行き先などの計画変更及びキャンセルした場合にかかる経費を全額支援します。
【対 象】市立全小中学校（小学校：３３校、中学校：１７校）

①小中学校の修学旅行の計画変更等への支援（教育振興事業費） 補正８号 【予算額：３０，７１４千円】

担当課：教育委員会 学校教育課（電話：083-934-2862）



感染拡大の防止に向けた取組
保育所等職員応援給付金、新生児臨時特別給付金

県においては、新型コロナウイルス感染症の感染リスクがある中、学校の臨時休業期間中も、国・県からの要請に基
づき、感染防止対策を講じながら、継続して保育サービスの提供に努められた私立保育所、私立幼保連携型認定こども
園等の職員に対し、応援給付金を支給することとされています。
本市では、感染拡大の防止を図りながら継続して保育サービスの提供に努められた地域型保育施設、認可外保育施設、

病児保育施設の職員の皆様に対し、本市独自の応援給付金を給付します。

概 要

山口市 7

補正８号【予算額：１２５，９００千円】

【給付金額】職員１人当たり５万円
【対 象】地域型保育施設、認可外保育施設、病児保育施設の職員（４７施設・職員４３８人）

※国の「医療、介護、障害福祉」施設職員への慰労金や、県の「保育」施設職員への応援給付金の
対象外とされた施設を対象としています。

①地域型保育施設等の職員への応援給付金（保育所等職員応援給付金支給事業費） 補正８号 【予算額：２１，９００千円】

担当課：こども未来部 保育幼稚園課（電話：083-934-2798）

国においては令和２年４月２７日を基準日として国民一人につき１０万円の特別定額給付金を給付されたところです。
本市では、新型コロナウイルス感染症への不安を抱えながら、基準日時点で出産を控えていた妊婦の方が安心して子

どもを産み育てることができるよう、国の特別定額給付金の対象とならない、基準日の翌日以降に出生した新生児につ
いて、本市独自の臨時特別給付金を給付します。

概 要

【給付金額】新生児一人につき１０万円
【対 象】令和２年４月２８日～令和２年１２月３１日の間に出生し、出生後最初の住民登録が山口市であり、

申請日まで引き続き山口市の住民基本台帳に登録されている新生児
【申 請 者】対象となる新生児を養育する母または父で、令和２年４月２７日以降、申請日まで引き続き山口市の

住民基本台帳に登録されている方

①新生児への特別給付金（新生児臨時特別給付金給付事業費） 補正８号 【予算額：１０４，０００千円】

担当課：こども未来部 こども未来課（電話：083-934-2797）



新しい生活様式の定着に向けた取組
スマートシティの構築

市内のあらゆる地域における高速・大容量の情報通信インフラを整えるため、民間事業者による光ファイバの整備に
対して支援を行います。
また、市内事業者におけるテレワーク環境の導入支援に引き続き取り組みます。

概 要

【支援内容】民間事業者が市内の光ファイバ未整備地域において、
国の高度無線環境整備推進事業を活用して、新たに
光ファイバを整備する場合の経費に対して支援を行います。

【整備地域】仁保、陶、鋳銭司、名田島、秋穂二島、秋穂、徳地
【整備時期】令和２年度中に整備着手

①市内全域の光ファイバ整備支援（高度情報化推進対策事業費） 補正８号 【予算額：３１４，０００千円】

担当課：総務部 情報企画課（電話：083-934-2991）

山口市 8

補正８号【予算額：３５４，０００千円】

【支援内容】市内の事業者がテレワーク等を導入するために必要となる経費の一部を支援します。
【対 象 者】国が実施された「働き方改革推進支援助成金（新型コロナウィルス感染症対策のためのテレワークコー

ス）」の採択をすでに受けている市内事業者
【対象経費】国の「働き方改革推進支援助成金（新型コロナウィルス感染症対策のためのテレワークコース）」の

補助対象外経費であるテレワーク用通信機器（パソコン、タブレット、スマートフォン等）の取得費用等
【補 助 額】補助率２／３、上限額１００万円

②市内事業者におけるテレワーク環境の導入支援（働き方改革推進事業費） 補正８号 【予算額：４０，０００千円】

担当課：経済産業部 ふるさと産業振興課（電話：083-934-2719）

新しい生活様式の定着



新しい生活様式の定着に向けた取組
スマート自治体の取組

市の情報発信や窓口サービス、内部業務プロセスのデジタル化など、スマート自治体への取組を進めることで、
新しい生活様式への対応と市民サービスの向上を図ります。
また、市役所職員のテレワーク環境の整備を進めます。

概 要

【事業内容】８月２６日に開設した「山口市ＬＩＮＥ公式アカウント」の機能の充実として、
粗大ごみの収集申込・キャッシュレス決済サービスを導入します。あわせて、
移住・定住の情報発信機能や問い合わせに対する応答を自動で行うチャットボット
機能や、転入等の住民異動の届出情報を自宅等で事前に入力できる機能を追加します。

【利用開始】令和２年度中の運用開始を予定

①山口市ＬＩＮＥ公式アカウントの機能充実（スマート自治体推進事業費） 補正８号 【予算額：７，５００千円】

【事業内容】市民課、市民税課窓口等にキャッシュレス決済を導入します。
【対 象】市民課：住民票、印鑑証明、戸籍など

市民税課：所得証明、納税証明など
【開始時期】令和３年３月を予定

②窓口におけるキャッシュレス決済の導入(スマート自治体推進事業費) 補正８号 【予算額：５１，０００千円】

担当課：総務部 情報企画課（電話：083-934-2991）

山口市 9

補正８号【予算額：７０，５３０千円】

【事業内容】今後の市内小中学校の臨時休業等への備えとして、１人１台のタブレット端末整備やＡＩドリル教材の導
入にあわせ、放課後児童クラブにおけるオンライン学習に必要な通信環境を整備します。

【対象施設】市内全ての放課後児童クラブ（５８箇所）
【整備時期】令和２年１１月を予定

③放課後児童クラブにおけるオンライン学習環境の整備(放課後児童クラブ運営費) 補正８号 【予算額：１２，０３０千円】

担当課：こども未来部 こども未来課（電話：083-934-2797）

友だち登録
してね！



新しい生活様式の定着に向けた取組
スマート自治体の取組

山口市 10

補正８号【予算額：１１７，８３８千円】

【事業内容】新しい生活様式への対応や保育の質の向上に向けた保育士の事務負担の軽減を図るため、市内全公立保育
園・幼稚園において無線ＬＡＮの整備やタブレット端末の配備等を行います。

【対象施設】市内全ての公立保育園、幼稚園（２０園）
※なお、南部地域の幼稚園４園（鋳銭司、名田島、二島、秋穂）については、令和４年度の
認定こども園化に向けた施設整備を検討しているため、この度の整備対象から除く。

【整備時期】令和３年３月末までを予定

④保育業務のＩＣＴ化の推進(保育業務ICT化推進事業費、幼稚園施設管理費) 補正８号 【予算額：２２，７９２千円】

担当課：こども未来部 保育幼稚園課（電話：083-934-2798）

【事業内容】新しい生活様式への対応として、図書の貸出時における接触や密集を避けるため、図書の自動貸出装置を
増設します。

【設置施設】中央図書館（現状の２台に加え、新たに２台を設置）、小郡図書館（１台新設）
【導入時期】令和２年１２月を予定

⑤図書館における自動貸出装置の設置(図書館管理運営費) 補正８号 【予算額：１４，１４６千円】

担当課：教育委員会 中央図書館（電話：083-901-1040）

【事業内容】市民サービスの向上に向けて、感染拡大時や災害発生時における迅速な対応と業務の継続を図るため、
庁舎外において業務実施が可能となる市役所職員のテレワーク環境の整備を行います。

【導入機器】閉域ネットワークを経由し、生体認証を用いて本市のサーバへのアクセスを可能とする環境整備として、
閉域ＳＩＭ（２００台）、リモートワーク用ＰＣ（１００台）、生体認証サーバを導入

⑥市役所職員のテレワーク環境の整備（電算システム開発事業費） 補正８号 【予算額：８０，９００千円】

担当課：総務部 情報企画課（電話：083-934-2755）



【支援内容】市内各料飲組合が発行する「エール！やまぐち」飲食店応援チケットの
プレミアム分の経費を支援します。

【プレミアム内容】５，０００円で６，５００円分（５００円×１３枚 プレミアム率 ３０％）
【販 売 数】２０，０００セット
【対象店舗】市内各料飲組合の組合員で、感染拡大防止対策の講習会を受講し、感染予防対策を実施する飲食店
【販売期間】令和２年９月１日から同年１０月３１日まで（各料飲組合の指定場所で順次販売し、売り切れ次第終了）
【使用期間】令和２年９月１日から同年１０月３１日まで（予定）

市内消費の喚起
「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券の発行支援

補正８号【予算額：６８３，０００千円】
補正７号【予算額： ３０，０００千円】

新型コロナウイルス感染症による消費の落ち込みの影響を受けた市内経済の活性化を図るため、国や県の経済対策を
踏まえつつ、市内消費を喚起する取組を実施します。

概 要

【支援内容】商工会議所・商工会で組織する協議会が発行する、「エール！やまぐち」
プレミアム共通商品券のプレミアム分や情報発信に係る経費などを支援します。

【プレミアム内容】１０，０００円で１３，０００円分（１，０００円券×１３枚）
※１３枚のうち６枚は「大型店・中小店共通用」、７枚は「中小店用」

地元特産品が当たるお楽しみ抽選券付き！！
【販 売 数】２００，０００セット
【対象施設】利用登録した市内の店舗（期間中随時登録申請受付予定）
【販売対象】山口市民または山口市に通勤・通学する方
【購入上限】１人につき１０セットまで
【販売期間】令和２年１１月予定（購入は事前申込み制）
【使用期間】販売開始から約３か月間を想定

①「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券の発行支援（商工業振興対策事業費）補正８号【予算額：６８３，０００千円】

山口市 11担当課：経済産業部 ふるさと産業振興課（電話：083-934-2719）

②「エール！やまぐち」飲食店応援チケットの発行支援（商工業振興対策事業費）

補正７号 【予算額：３０，０００千円】

販売総額
１億３，０００万円

販売総額
２６億円

＼ 市内でお買い物！！／

8月25日専決分



市内消費の喚起
「エール！やまぐち」農林水産物・特産品の販売促進・消費喚起支援 補正８号【予算額：３５，０００千円】

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により需要が落ち込んでいる市内農林水産物や特産品の販売促進、市内
産木材の消費喚起に向けた支援を行います。

概 要

【支援内容】需要の低下や市場価格の下落が生じている市内産木材の消費喚起を図るため、
市内において、市内産の木材を使用した住宅の新築に対し、支援を行います。

【対 象 者】市内産木材を使用した住宅を市内に本店を置く工務店等により新築した方
（※県が実施する「やまぐち木の家づくり推進事業」の令和２年度事業採択を受けていること）

【補 助 額】一件当たり上限２５０千円（市内産木材の使用量×２０千円／㎥）

②市内産木材の消費喚起（山口市内産木材利用促進事業費） 補正８号 【予算額：５，０００千円】

担当課：経済産業部 農林政策課（電話：083-934-2819）

山口市 12

【事業内容】在庫の滞留や価格の低下、売上の減少などの影響を受けている市内産農林水産物や外郎などの特産品を
対象として、市内で開催されるイベント等における販売促進に向けた取組を支援します。

①農林水産物・特産品の販売促進（もうかる農業創生事業費、ふるさと産品営業推進事業費） 補正８号 【予算額：３０，０００千円】

担当課：経済産業部 農林政策課（電話：083-934-2815）、ふるさと産業振興課（電話：083-934-2952）

市内の農林水産物や特産品の消費を喚起



市内消費の喚起
ＧｏＴｏキャンペーン等を踏まえた対応と山口ゆめ回廊博覧会と連動した取組

国のＧｏＴｏキャンペーン等を踏まえた対応と山口ゆめ回廊博覧会プレ事業と連動した取組として、感染拡大防止対
策を講じた上で開催されるイベント等の支援や、山口県央連携都市圏域内の飲食店等の情報発信を行います。
また、令和３年度の山口ゆめ回廊博覧会の開催を見据え、２次交通の充実に向けた実証事業を行います。

概 要

【支援内容】令和３年度の山口ゆめ回廊博覧会の開催に向けて、山口宇部空港と湯田温泉間におけるタクシー直行便の
実証運行に対して支援を行います。

【対 象 者】実証運行に取り組む市内のタクシー事業者
【対象経費】システム構築費（補助率２／３）、運行費用（補助率１／２、上限１便につき３千円）

③空港直通タクシーの実証運行（湯田温泉魅力創造事業費） 補正８号 【予算額：６，０３７千円】

担当課：交流創造部 観光交流課（電話：083-934-2810）

担当課：交流創造部 観光交流課（電話：083-934-2810）

【支援内容】感染拡大防止対策を講じた上で開催されるイベントに対して支援を行います。
【対 象 者】市内で誘客イベントを開催する団体等
【対象経費】イベント開催に係る経費（広報宣伝費、人件費、使用料等）

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策に係る経費
【補助金額】１件当たり上限２，０００千円
【対象期間】令和２年１０月から令和３年３月

①イベント開催支援(イベント・まつり支援事業費) 補正８号 【予算額：２０，０００千円】

山口市 13

【事業内容】圏域内への誘客促進や消費喚起に向けて、圏域の飲食店等の情報を発信します。

②山口県央連携都市圏域における情報発信強化（都市連携推進事業費） 補正８号 【予算額：１０，０００千円】

担当課：総合政策部 企画経営課（電話：083-934-2747）

補正８号【予算額：３６，０３７千円】


